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五
川
γれH
所
所
報
，カーT
プし
アジア
・アフリカ文化研究所臼誌
四月一日
六九・
七0年度研究所長・研 究 員 発 令 。
市村其三郎
(研究所長)
O飯塚勝重
O 恩 田 彰
O 倉 内 史 郎
佐藤俊雄
杉浦正健
一谷
口一房一男
O千葉栄
内藤智秀
野溝七生
福鎌忠恕
スnパlグ
森川久次郎
(五十音順O印運
営委員)
六月十一
日公
開研究発表会
於本学来賓室
野溝
七生研究員「ヨーロッ パ 所 見 」
詳細は別掲参照
終了後運営委員会・研究所
総会①本年度研究テ!?「アジア・ア
フ リ カ 地 域 に お け る 儀 札 の 比 較 文 化 的 研 究 」 に 関 す る 研 究 調 査 計 画 検 討
⑧三宅島
宗教儀札調査計画
滋賀県宮座調査計画承認
③予算使用計国立案
七月
三宅島調査準備
滋賀県宮座調査
(一両橋
統一研究員)
実 施
八月十一一一1十六日
三 宅 島 調 査 ( 千 葉 栄 、
佐藤俊男研究員他)
実施
九月t十二月
前記調査整理
十二月六日
運営委員会
①研究調査公開研究発表会について検討
②七0年度
予 算 要
求
書
検討
一月九日
前研究所長佐久間鼎博士逝去
一月二十四日
公開研究発表会
於アジア
・アフリカ文化研究所室
谷 口 房 男 研
究員コニ国時代の武陵蛮について」
詳細は別掲参照
二月十日
公開研究発表会
於アジア・アフリカ文化研究所室
「三宅島宗教儀
礼 調 査 報 告
」
千葉栄・佐藤俊雄研究員
三 月 十九日
公開研究発表 会
於アジア・アフリカ文化
研究所室
「滋賀県下宮
座の調査報告
」高橋統一研究員。
終了後研究員会議
①研究所長会議報告
②研究
所七0年度予算折衝結果報告
⑨井上敬一氏の七0年度研究員となることを全員一
致 で 承 認
④次回公開研究発表会は杉浦正健研究員により四月十六日開催と決定
二月1三月
研究所資料整理(竹内老子・中村礼子氏依頼〉
高 木 宏 夫
O高橋統
O船木勝馬
モiゼ
一九六九年度購入図書・資料
〉同門戸門知ロ〉})凹件52(〈CFN0・MlNrH
)
〉
同4m
Hハい〉
(〉
匂門戸SSJいすロロ印ミ冨叶C)
アイヌ民族誌
(ア
イ ヌ 文 化 保 存 対 策 協 議 会 編 ) ( 第 一 法 規 )
北 鮮 北 満 並 に 露 領 ウ ス リ 1 地 方 調 査 意 見 ( 島 田 一 万 太 郎 ・ 阿 部 利 恭 著
)
激
海
国史及び日本との国交史研究(新妻利久著)(東京電機
大
学出版局)
日本人の朝鮮
観
(旗回数著)
エチオピア標準語辞典夕 、 不 ガ
シ マ 風 物 誌 | 鉄 砲 伝 来 の 島
(下野敏見著)
〈 未 来 社 )
東洋学文献類目・一九六七年
(京都
大学人文科学研究所〉
中国美術雑考
( 安 藤 更 生 著 ) ( 一 一 玄 社 〉
新中国年
鑑
・一九六九年
(
東方書
庖〉
日本民俗資料事典
( 文 化 庁 文 化 財 保 護 部 監 修 ) ( 第 一 法 規 )
大
航
海
時代
叢書
I、E、車、UH、V、羽、班、班、医、X、E\門岩波書庖
)
中国文学に現われた自然と自然観
( 小 尾 効 一 著 ) ( 岩 波 書 庖 〉
古 代 歌 謡 と 儀 礼 の 研 究
(土橋覚著〉
〈 岩 波 書 居 )
漠 唐 古 俗 と 明 器 土 偶
(小林太市郎著)
アジア的生産様
式 論
( 服 部 之 総 他 共 著 ) ( 白 揚 社 〉
西南アジアの農業と
農村
(織田武雄他共
著)
〈 京 都
大学)
印 度 支 那 の 民 族 と 文 化
(松本信広著
〉 (岩波書庖〉
印度支那の原始文
明 (
禰沢正志著)
(河出書官房
〉
民俗民芸双書
第三九1四五巻
(岩崎美術社)
考
古民俗
叢
書
〈 一
v l 八
六
〉
(
慶友
社)
同り白自己可F担当日ロ
〉即日
白血口弘〉同門付加
(開門日・同JZ-u-〉ロ島町円由。ロ)(戸。口内田Oロ〉
日本
の村落と都
市 (村松繁樹先生還暦記念論文
集)
(ミネルヴア書一房)
回、白ロ
mEm白
血ロ
門同戸白ロmgmo回目町白4伊良〉ZH門知ロFd
ロF4・
認-nE
m白ロ
〈
。日HHHH1品
目本祭礼行
事集成
第三巻
日本民俗地図I
年
中行事I
(文化庁編
集)
(国土地理協会)
日本庶民生活資料集成第四巻
第八1九巻
八
広 辞 苑
第二版
(新村出編 )
(岩波書居)
アフリ
カ 研究
第八号
(日本
アフリカ学会)
邪馬台と大宰府
(長沼賢海著)
東亜物産史
( 井 坂 錦 江
著 )ハ大東出版社)
国連資料
年鑑・一九六八年(京都
国連寄託 図 書 館 )
ベ ト ナ ム 民 族 形 成
史(
シ
エノ
i)
(理論社)
イ ン ド
シナ
文 明 史
( ジ ヨ ル ジ ユ H セ デ ス )
(みすず書一房)
一 東 南 ア ジ ア 史
(ハリソン)(みすず書房
〉
世界各国の憲法血(
( 京 都
大学憲法研究会編)(有信堂)
出雲・隠岐
(地方史
研究所)
(平凡社)
隠 岐
(関
西大学・島根大学共同隠岐
調査会編)
朝日年鑑
昭和田五年版
(朝日新聞社)
朝日アジアレビュー(季刊・創
刊 号
〉 ( 朝 日 新 聞 社 〉
邪 馬 台 国 の 研 究 ( 重 松 明 久 著 ) ( 白 陵 社 刊 )歴 史 研 究 と 民 俗 学 ( 和 歌 森 太 郎 著 以 ( 弘
文堂刊)
巴 萄 ハ 山 川 早 水 著 )
(成
文館)
新中国資料
集 成
(日本
国際
問 題 研 究 所 、
中国部会一納)
あ
が
き
と
研究所における研究成呆が年報として刊行されるようになって四年目を迎え、
さ
らに「アジア・アフリカ地域における儀礼
の比較
文化的研究」という共通テ!?を
設定して総合研究にとりくむようになって第三年目を終わることになったが、
大学
内外
の 激 浪 に も ま れ な が ら も 、
本年度にいたってはじめて研究調査が共通テ!?に
集約できるようになったことはまことによろこば
しい。
乏しい年間予算をやりくり
しながら、
ともかく共通テ17にもとづき三宅島および滋賀県を中
心とする調査に
着手し、
関 係 し た 研 究 員 の ど 努 力 に よ っ て 乙 こ に そ の 研 究 成 果 の 一 部 を 報 告 で き る
ようになったことは、
研究所の基盤がほぼ確立できたからにほかならず、
研究所が
いかにあるべきかと模索した結果として、
一つの在り方をみいだしたものという乙
とができよう。
ここにど執筆の研究員ならびに各調査にど協力いただいたかたがた
や諸機関に謝意を表したい。
i\ 
大学が、
あるいは学問が問われ、
教員も学生もともに血まなこの探求をつづけて
い る こ の ご ろ 、
研 究 所 が そ の 坪 外
にあるζとは許されない
はずである。
本年
度 の 報
告書を手がかりにして、
今後の研究体制がいかにあるべきかを考えてみるべきであ
ろ う。このように研究所としての活動が軌道にのってきた矢先
、も
っとも悲しむべきこ
とがおこった。
それは、
研 究 所 創 設 以 来 そ の 育 成
に尽情沖されてき
た佐久間鼎先生の
ど逝去である。学長としての重責をにな
われていたにもかかわ
らず、
一九六三年以
来研 究 所 の発展に情熱を傾け
られた先生は、
文 化 交 流 の 研 究 に あ た
っ て は 学 部 や 学
科 の ワ ク を
とりはらった研究所でこそ可能であると
いう執念のようなものをもって
お ら れ た が 、
このようなお考えは、
今日の大学改革の問題としてとりあげられるべ
きことでもある。
との報
告 書を先生にど覧ねがえなかった乙とは、
まことに心の乙
り で あ る が 、
ご親交のあった研究員に在りし日の先
生の姿を努第とさせる追悼
文
を
草していただき、
先生の偉大な足跡をしのび、
つつしんでど霊前にささげ、
先 生の
ど期待におこたえできるよう、
いっそうの精進を誓いたいと思
う
。
アジア
・アフリカ文化研究所年報
ー 一九六九年度i
一九七O年三月二O日一九七O年三月二五日
発印
行別
【非売品】
d編
集 兼
発行人
村
其
市
印刷所
近藤印刷株式会
社
東京都
文京
区 白 山 一 ノ ニ ノ 五
発行
所
アジア
・ア
フ
リカ文
化研究所
東京都文京区白山五ノ二八ノ二O
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